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 繊維の分類 
 

 

 

 

 

難易度 可能時期 教材の入手日数 準備時間 実施時間 

★☆☆ 一年中 １日 １時間 50 分 

 目的と内容 

 

目的：繊維の種類によって、性質の違いがあることを理解する。 

   繊維の性質の違いによって用途が異なることを理解する。 

内容：繊維の燃焼、酸や塩基に対する反応を調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校：６年生 燃焼の仕組み 

中学校：３年生 酸・アルカリ 
既習 

事項 

14 

繊維の燃焼実験 

 様々な、繊維を燃焼し、

その様子を観察する。 

 

 

酸や塩基との反応 

 塩酸や水酸化ナトリウムと

の反応の様子を観察する。 
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 留意点 

【指導面】 

・ 「身近な衣料材料の性質や用途、食品中の主な成分の性質について理解すること」がこの単元の目

標である。「衣料材料」については、代表的な天然繊維及び合成繊維の性質、化学構造との関連にも

触れることとある。 

・ 繊維の種類・燃焼の様子 

繊維の名称 繊維の種類 燃焼の状態 原料・繊維の特徴等 

綿 天然繊維 縮れながら燃える 植物性 主成分はセルロース 

麻 天然繊維 縮れながら燃える 植物性 主成分はセルロース 

羊毛 天然繊維 炎から離しても燃えている 動物性(絨毛繊維)主成分はタンパク質 

絹 天然繊維 炎から離しても燃えている 動物性(繭繊維)主成分はタンパク質 

ポリエステル 合成繊維 すすが多い マテリアルリサイクルでは、PETから加工 

アクリル 合成繊維 融けながら燃える 原料アクリロニトル 羊毛に似ている風合い 

ナイロン 合成繊維 融けながら徐々に燃える 成分上は、絹に近い合成繊維とされる 

アセテート 半合成繊維 融けるように燃える 酢のにおい パルプと酢酸からなる  

キュプラ 再生繊維 紙のように燃える セルロースを化学的に取り出し繊維に加工 

・生地の特徴と用途 

繊維の名称 生地の特徴 用   途 

綿 肌触りが良い・吸水性に富む・熱に強く丈夫・染色性に優れる 下着・タオル・衣類等 

麻 通気性が良い・吸湿や発散性に優れる・水に濡れると強くなる 夏物衣料・ハンカチ等 

羊毛 保温効果が高く伸縮性に優れる・水をはじく・湿気をよく吸収 冬物衣料・セーター等 

絹 美しい光沢・保温性、保湿性、発散性に優れる・ドレープ性 ネクタイ・和服・ブラウス等 

ポリエステル シワになりにくい・型崩れしにくい・非常に強い・乾きが早い フリース・学生服 

アクリル ソフト弾力性がある・ウールに比べてカビ、害虫に強い 冬物衣料・セーター等 

ナイロン 強い弾力性、シワになりにくい・薬品、カビ、害虫に強い スポーツウエア・水着等 

アセテート 吸湿性が良い・絹のような光沢・縮みにくい・強度がある 裏地・フォーマルウエア等 

キュプラ 吸湿性が良い・絹のような光沢・縮みにくい・強度がある 裏地・ブラウス・風呂敷等 

【安全面】 

・ 燃焼実験で発生する気体は、吸わないように窓や戸を開けた状態など換気のよい状態で行うこと。 

・ 実験で使用する薬品は劇物指定のため、取り扱いには十分に注意させる。薬品を扱う生徒は、保 

護めがね，ゴム手袋などの着用を徹底すること。 

・ 薬品をこまごめピペットで入れる際、試験管を倒さないように 

注意する。 

・ ガスバーナーは中学校でも使い方を学習しているが、基本操作 

を確認してから実験を行う。 

【廃液処理】 

・ 酸廃液の容器と塩基廃液の容器を用意する。 
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 ◎準備 

 

 ☆教材の入手方法  

● 被服教材 

・ 白生地セット （教育図書株式会社） \1,800＋税 

   家庭科 消耗品カタログで購入可能 

   繊維の種類：綿 、 ポリエステル綿混紡 、 毛 

         絹 、 麻 、 キュプラ 、 リヨセル 

         アセテート 、 ナイロン 、 ポリエステル 

          アクリル 、テビロンタフタ （ポリ塩化ビニル） 

          ポリプロピレン  

 

  ・ 多繊交織布実験セット  

理科消耗品カタログ等で購入可能（ナリカ） \3,600＋税 

    繊維の種類：綿  、ナイロン  、  アセテート  、  毛  、  レーヨン  、  

アクリル  、  絹  、  ポリエステル   

 

・ 身近にある繊維（古くなった洋服の切れ端や毛糸）を活用してもよい。 

 

 

 ● アルミ製バット  

100円ショップなどで購入可能。 

   化学繊維は、燃えずに融けてロウのように机に 

垂れる場合があるので、金属製のバットなどの上 

にアルミ箔を引いたり、ガスバーナーの下に、アル 

ミ箔を敷くなどして実験を行うとよい。 

 

 

 

  

  

準備の流れ 

 

１ヶ月前～                    

（発注，調製，代替の検討時間含む） 

□器具の在庫確認 

□実験室の備品確認 

□被服教材の発注 

 
 

～前日 

□材料の確認 

□器具・教材の分配 

 

当日 

□器具・教材・薬品の分配 
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 準備 

 

 

☆生徒用 

=材料=                 

□ 綿          ２枚(1×5cm)１枚(2×2cm) 

□ 綿ポリエステル混紡  ２枚(1×5cm)１枚(2×2cm) 

□毛          ２枚(1×5cm)１枚(2×2cm) 

□絹          ２枚(1×5cm)１枚(2×2cm) 

□麻          ２枚(1×5cm)１枚(2×2cm) 

□キュプラ       ２枚(1×5cm)１枚(2×2cm) 

□アセテート      ２枚(1×5cm)１枚(2×2cm) 

□ナイロン       ２枚(1×5cm)１枚(2×2cm) 

□ポリエステル     ２枚(1×5cm)１枚(2×2cm) 

□アクリル       ２枚(1×5cm)１枚(2×2cm) 

=器具= 

□ビーカー   ２つ 100mL ２つ 500mL 

□試験管   ２０本 

□試験管立て   ２つ 

□ピンセット   １本 

□こまごめピペット  ２本 

□アルミ製バット 

□アルミ箔 

 □マッチ 

□アルコールランプ又は、ガスバーナー 

□保護めがね 

□ゴム手袋       

=薬品= 

□20％塩酸   ３０mL 

□20％水酸化ナトリウム水溶液 ３０mL 

 

★教員用 

□生徒用と同じもの   １組    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当日のセット 

特徴的な繊維を 5 種類ほどで

観察実験を行ってもよい。 

例： 

天然繊維植物性 綿 

天然繊維動物性 毛 

合成繊維    アクリル 

半合成繊維   アセテート 

再生繊維    キュプラ  

アルミ製バットの代わりに、

お菓子などが入っている缶を使

ってもよい。 



- 104 - 

 

＝前日まで＝ 

＜布の準備＞ 

布の種類がわかるよう、番号や名前などを記入

しておく。また、酸と塩基との反応の実験では、

布が縮む様子なども観察させたいため、できるだ

け大きさをそろえて、切るようにする（1cm×5cm、

2 枚）。小さい容器に小分けにして配付してもよ

い。 

 

 

 

 

 

 

＜薬品の準備＞ 

・ 20％塩酸（約 6mol/L） 

  濃塩酸（約 35％,12mol/L）に等体積の純水を

加える。 

・ 20％水酸化ナトリウム水溶液（約 6mol/L） 

  結晶 20gに純水 80gを加えて溶かす。試薬を保存する場合ガラス製の共栓瓶で保存すると、栓が抜

けなくなる事があるので，ゴム栓をして保存すること。ポリエチレン製試薬瓶が扱いやすい。 
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 ◎観察，実験 

 

 手順  時間のめど（およそ 50 分） 

  

（１）実験の説明、注意点（5 分） 

器具の名称と扱い方，薬品の危険性と留意点，燃焼実験を行うときには保護めがねを着用する 

ことの呼びかけ，結果の書き方の指導。  

 

（２）酸と塩基への反応（15分） 

① 各繊維(1×5cm)を入れた試験管を 2本ずつ用意し、20％塩酸と 20％ 

水酸化ナトリウム水溶液をそれぞれ 3mLずつ加える。 

② 試験管を 40℃のお湯につけ、5分間放置する。試験管に入っている 

布の色がどうのように変化しているか観察する。 

③ 布を取り出し、よく水洗いをして布の状態を観察する。手袋を着用 

させて作業すること。 

※ 繊維の種類によっては、融けるものもあるので試験管にも番号や布の名前な 

どを記入するとよい。 

※ ウールは、塩基に融けるので可能な限り水洗いする。 

 

 

  

観察，実験の流れ 

□導入 

・身近な繊維についての説明、確認 

・既習事項の確認 

□目的を理解させる 

□観察，実験 

・手順の指導 

・机間巡視を行いながら、生徒への実験のアドバイスや注意を促す。 

□結果のまとめ，考察 

・各繊維の酸や塩基に対する結果から、各繊維の用途や洗濯洗剤の使い方等を考察させる。 

□後片付けの指示 

水洗いの手順： 

①塩酸などをビーカーに移す。②20mL 程度水を加えて捨てる。③水を入れたビーカーで洗浄する。または、バッ 

トなどに水を張り、その中で繊維を水洗いする。 
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 ◎後片付け  まとめ 

（３）燃焼実験（10分） 

   ① アルミ製のバットにアルミ箔をしく。 

② 2cm×2cmの各繊維を順番に並べる。  

 ③ それぞれをピンセットでつまみ、アルコー 

   ルランプの炎に近づけて、燃焼の様子やに 

   おい、燃えかすの様子を観察する。 

 

 

 

 

 

 

（４）後片付け まとめ 考察（10分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察例 

＝酸と塩基の反応より＝ 

 ・ 洗濯の際に気をつけなければならない点。（なぜ、ウールは、中性洗剤で洗うのか？） 

 

 ・ 日常で酸や塩基を扱うときどのような服装が良いか考える。 

 

＝燃焼実験＝ 

 ・ 火を扱う際にどのような服装が良いか考える。例：料理、花火、野外での調理（バーベキュー

など） 

  

  

①繊維には様々な種類があ

ること、性質の違いがあ

ることがわかった。 

②繊維には、酸や塩基に弱い

物があることがわかっ

た。 

■後片付けのさせ方 

・燃えかすなどは、アルミ箔にそのまま包んで捨てる。 

・酸と塩基に分けて、廃液を回収する。 

・使用した試験管やビーカー等は、水を張ったボウルやバットに入れる

ように指示する。 

・バットは軽く水洗いさせる。 

 

（１） （２） 

（３） 
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別法・発展実験  

・ 発展実験：顕微鏡での観察（20分） 

＝前日までの準備＝ 

・ 顕微鏡で観察するため、布から繊維の糸を一本抜き出し、糸のよりをほ   

どいてこれ以上細くならないところまでほぐす。実験中に生徒に作業させ 

てもよい。この糸を 10本程度使う。 

 

 

 

 

☆生徒用 

=材料=                 

□ 綿           １枚(1×5cm) 

□ 綿ポリエステル混紡     １枚(1×5cm) 

□毛           １枚(1×5cm) 

□絹           １枚(1×5cm) 

□麻           １枚(1×5cm) 

□キュプラ          １枚(1×5cm) 

□アセテート         １枚(1×5cm) 

□ナイロン         １枚(1×5cm) 

□ポリエステル        １枚(1×5cm)  

□アクリル         １枚(1×5cm) 

=器具= 

□顕微鏡   １台 

□光源装置     

□スポイト     １本 

□ピンセット   １本 

□ビーカー   １個 

□スライドガラス  

□カバーガラス  

□ろ紙    適量 

 

★教員用 

□生徒用と同じもの   １組  

 

 

 

 

当日のセット 

特徴的な繊維を 5 種類ほどで

観察実験を行ってもよい。 

例： 

天然繊維植物性 綿 

天然繊維動物性 毛 

合成繊維    アクリル 

半合成繊維   アセテート 

再生繊維    キュプラ  

スライドガラスは、20 枚ほどシ

ャーレに入れて、配付するとよ

い。 
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 ◎観察，実験 

 

 手順  時間のめど（およそ 50分） 

（１）実験の説明、注意点（5 分） 

器具の名称と扱い方，器具を扱う際の危険性と留意点，結果の書き方の指導。  

 

（２）顕微鏡での観察（35 分） 

① 各繊維(1×5cm)から糸を引き抜き、より 

をほどく。 

② スライドガラスに糸(10 本程度)を置き、 

スポイトで水を滴下する。 

③ カバーガラスをかけて、観察・スケッチ 

をおこなう。 

    ※ スケッチは、 

     ・大きくかく。 

・線を重ねて描かないこと。 

・陰影は、点で表現する。と、指導する。 

（３）まとめ 後片付け （10分） 

 

 

 

 

 

 

考察例 

・ 繊維の特徴と形状の様子を考察してみよう。 

例：アクリルとウールはセーターなどに使われているが、繊維の形状で似ている点はあるか。繊維 

の表面の様子と吸湿性にはどのようなかかわりがあるか。同じ、動物性の繊維でも、毛と絹では、 

どのような違いがあるか。等…。 

  

観察，実験の流れ 

□導入 

・繊維の種類についての確認。 

・既習事項や観察実験の確認 

□目的を理解させる 

□観察，実験 

・手順の指導 

・机間巡視を行いながら、生徒への実験のアドバイスや注意を促す。 

□結果のまとめ，考察 

・天然繊維と合成繊維の共通点や相違点を挙げ、各繊維の用途と比較させる。 

□後片付けの指示 

① ② 

③ 

写真：羊毛の繊維(150倍) 

繊維には様々な種類があ

り、形状の違いがあること

がわかった。 

 ◎後片付け  まとめ 

■後片付けのさせ方 

・大きめのビーカーに水を張り、プレパラートを回収する。 

・ピンセットは、軽く水洗いさせる。 

・繊維は、燃えるゴミに捨てる。 
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 繊維の合成 
 

 

 

 

 

難易度 可能時期 教材の入手日数 準備時間 実施時間 

★★☆ 一年中 １日 1 時間 50 分 

 目的と内溶 

   

  目的：アジピン酸とヘキサメチレンジアミンが反応し、繊維（ナイロン６６）が作られるこ 

とを理解する。 

内容：ナイロン６６を合成し、合成繊維がつくられる行程を学ぶ。 
 

 

なし 既習 

事項 

15 
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 留意点 

【指導面】 

・ 「身近な衣料材料の性質や用途、食品中の主な成分の性質について理解すること」がこの単元の目

標である。「衣料材料」については、代表的な天然繊維及び合成繊維の性質、化学構造との関連にも

触れることとある。 

・ ナイロン 66 化学式 [CO(CH2)4CONH(CH2)6NH]n 

アミド結合（-CONH-）の繰り返しによって構成される線状の高分子化合物。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※アミド結合は、たんぱく質でも見られるが、この場合ペプチド結合と呼ばれる。） 

（※主に脂肪族からなるものは「ナイロン」とよばれ、芳香族をもつものは「アラミド」とよんでいる。） 

ナイロン 66 は、世界初の合成繊維として知られる。米国デュポン社の研究者カロザースが発

明。天然の絹糸に替わる合成繊維を作る目的で開発された。 

 

【安全面】 

・ ヘキサンとアセトンは有毒であり、引火性もあるので、吸わないように窓や戸を開け、換気扇を回

す等、換気のよい状態で行うこと。 

・ 実験で使用する薬品は劇物指定のため、薬品に触らないよう注意する。薬品を扱う生徒は、保護 

めがね，ゴム手袋などの着用を徹底すること。 

 

【廃液処理】 

・ 有機廃液の容器を用意する。P71 の酸や塩基の廃液と同じように、プラスチック製の容器を用意す

る。ペットボトルでも良いが、廃液であることを容器に大きく表示したり、ペットボトルの形を加工

したり、誤飲を防ぐよう注意する。15 繊維の合成や 19 光合成色素の分離でも使用。  

物 
 

理 

生 
 

物 

化 
 

学 

地 
 

学 

生
徒
用
プ
リ
ン
ト 

サ
ポ
ー
ト
資
料
の
見
方 

巻
末
資
料 



- 111 - 

 

 ◎準備 

 

 ☆教材の入手方法  

 

● ヘキサメチレンジアミン NH2(CH2)6NH2 の入手方法 

(1,6-ヘキサンジアミン NH(CH2)NH2 )と表記される。 

  理科消耗品カタログ等で購入可能。25mL \2,500-程度。 

 

● ヘキサン CH3(CH2)4CH3 の入手方法 

  理科消耗品カタログ等で購入可能。500mL \1,500-程度。 

 

● アジピン酸ジクロリド ClCO(CH2)4COCl  

  理科消耗品カタログ等で購入可能。25g \10,800-程度。 

   ※ 実験では、反応性を高めるために、アジピン酸ではなく、アジピン酸ジクロ 

リドを使用する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

準備の流れ 

 

１ヶ月前～                    

（発注，調製，代替の検討時間含む） 

□器具の在庫確認 

□実験室の備品確認 

□薬品等の発注 

 
 

～前日 

□材料の確認 

□器具・教材の分配 

 

当日 

□器具・教材・薬品の分配 
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 準備 

 

 

☆生徒用               

=器具= 

□ビーカー   ２つ 50mL  1つ 200mL 

□試験管 Φ３０  １本 

□こまごめピペット  １本 

□ガラス棒 

□ピンセット  

□保護めがね 

□手袋       

=薬品= 

□水酸化ナトリウム  １粒 

□ヘキサメチレンジアミン  １ｇ 

□ヘキサン   １０ｍL 

□アジピン酸ジクロリド １ｍL 

□アセトン          １００ｍL 程度 

 

★教員用 

□生徒用と同じもの   １組    

 

 

 

 

 

 

 

＝前日まで＝ 

薬品の確認 

  ビンの中で、大きな結晶になっている場合があるので、当日手間取らないよう、ヘキサメチレンジ

アミンを確認し、必要があれば砕いておく。 

  

＝当日＝ 

薬品、器具の分配 

 ・ ヘキサメチレンジアミンは、空気に触れると二酸化炭素と反応し炭酸塩をつくるため、実験の前

に分ける。 

 ・ 水酸化ナトリウムは、空気中に置くと吸湿し溶液状になるため、実験の前に分ける。 

 ・ ヘキサン 10mLをビーカーにはかり、分配する。 

当日のセット 

試験管は、直径の太いものの方が

ナイロンを巻き取りやすい。普通

の試験管でもよい。 
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 ◎観察，実験 

 

 手順  時間のめど（およそ 50 分） 

  

（１）実験の説明、注意点（5 分） 

器具の名称と扱い方，薬品の危険性と留意点，手袋や保護めがねを着用することの呼びかけ， 

結果の書き方の指導。  

 

（２）酸と塩基への反応（35分） 

 

 

① 何も入っていない 50ｍL ビーカーに水を 

20mL入れる。この中に、水酸化ナトリウム 

１粒とヘキサメチレンジアミン 1g をいれ 

て溶かす。（A液） 

 

② ヘキサンの入って入るビーカーに、アジ 

ピン酸ジクロリドを 1mL入れて溶かす。（B 

液） 

 

③ A 液に B 液をガラス棒に伝わらせて静か 

に加える。 

 

 

 

 

観察，実験の流れ 

□導入 

・身近な繊維についての説明、確認。 

・既習事項の確認。 

□目的を理解させる 

□観察，実験 

・手順の指導 

・机間巡視を行いながら、生徒への実験のアドバイスや注意を促す。 

□結果のまとめ，考察 

・合成繊維は、化学薬品によって作られていることを理解させる。 

□後片付けの指示 

  ・ヘキサンとアセトンは有毒であり、引火性もあるので、吸わないように窓や戸を開け、換

気扇を回す等、換気のよい状態で行うこと。 

・実験で使用する薬品は劇物指定のため、薬品に触らないよう注意する。薬品を扱う生徒

は保護めがね，ゴム手袋などの着用を徹底すること。 
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 ◎後片付け  まとめ 

④ ③で A液と B液の境界面に生じる膜を、ピンセットで静かに引き上げ、試験管に巻き付け 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑤ できたナイロンをビーカーに入れたアセトンで洗い、乾燥させる。 

   

（３）まとめ、後片付け（10 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察例 

 

・ 実験で使ったヘキサンや水酸化ナトリウムの役割を調べる。 

 

・ 合成繊維の良い点、用途を調べる。 

  

ヘキサメチレンジアミ

ンとアジピン酸ジクロリ

ドから合成繊維ができる

ことがわかった。 

■後片付けのさせ方 

 

・有機廃液を回収する。 

・使用した試験管やビーカー等は、洗剤入りの水を張ったボウルや

バットに入れるように指示する。 

・バットは軽く水洗いさせる。 
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 デンプンの分解 
 

 

 

 

 

難易度 可能時期 教材の入手日数 準備時間 実施時間 

★☆☆ 一年中 １日 60 分 50 分 

 目的と内容 

 

目的：植物で作られるデンプンは、だ液によって糖へ分解されることを理解する。 

   デンプンは、多数の糖（グルコース）からできていることを理解する。 

内容：ヨウ素デンプン反応やフェーリング反応により、デンプンが糖に分解されるたこ 

とを調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校：６年生 植物の養分と水の通り道（でんぷんのでき方） 

人の体のつくりと働き（消化・吸収） 

中学校：２年生 動物の体のつくりと働き（生命を維持する働き） 

既習 

事項 

16 

デンプンとグルコースの性質 

 デンプンは、ヨウ素デンプン反応。グル

コースは、フェーリング反応を示すことを

確認する。 

アミラーゼとの反応 

 だ液やダイコンの絞り汁によって、デン

プンがグルコースなどに分解される様子を

確認する。 
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 留意点 

【指導面】 

・ 「身近な衣料材料の性質や用途、食品中の主な成分の性質について理解すること」がこの単元の目

標である。「食品中の主な成分の性質」については、化学構造との関連にも触れることとある。 

 

・ ヨウ素デンプン反応 ： デンプン水溶液にヨウ素溶液を滴下すると青紫色なになる反応。 

・ フェーリング反応  ： フェーリング液に還元性物質を加え、加熱することにより酸化銅(Ⅰ)の

赤色沈殿が生成する。この実験の還元性物質は、ブドウ糖（グルコース）で

ある。ブドウ糖は、水溶液中で一部が鎖状構造となっており、末端は、アル

デヒド基が存在するため、還元性を示す。 

 

   

  

反応式 ： 2Cu(OH)2 ＋ R-CHO  →  Cu2O↓ ＋ R-COOH ＋ 2H2O 

                             褐色沈殿 

 

 

 

・ だ液アミラーゼによるデンプンの分解は、中学校２年生の生物分野（２分野）で学習している。中 

学校では、ヨウ素デンプン反応でデンプンの分解の実験を行っている。 

※ ダイコンやキャベツなどの野菜にアミラーゼが含まれることは学習していない。 

 

【安全面】 

・ 実験で使用する薬品は劇物指定のため、取り扱いには十分に注意させる。薬品を扱う生徒は、保護 

めがね，ゴム手袋などの着用を徹底すること。 

・ 薬品をこまごめピペットで入れる際、試験管を倒さないように注意する。 

・ ガスバーナーは中学校でも使い方を学習しているが、基本操作を確認してから実験を行う。 

 

【廃液処理】 

・ Cu廃液の容器を用意する。 

 

物 
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生 
 

物 

化 
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地 
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 ◎準備 

 

 ☆教材の入手方法  

● 水溶性デンプン、ブドウ糖の入手方法  

  理科消耗品カタログで、購入可能。 

 ・ 水溶性デンプン 500g \1,800～2,600-  程度 

・ ブドウ糖    500g  \1,900～2,600-  程度 

 

● コーヒーフィルター ティーバッグ 水切りネット 等 

   スーパーや１００円ショップなどで購入可能。 

 

 

 ● 薬品の入手方法 

理科消耗品カタログで、購入可能。 

  ・ 硫酸銅五水和物 CuSO4・5H2O    500g  \2,500～\2,800-程度。 

  ・ 酒石酸ナトリウムカリウム四水和物（ロッセル塩） 

C4H4KNaO6・4H2O 500g  \3,100～\3,200-程度。 

  ・ 水酸化ナトリウム （苛性ソーダ）NaOH 500g \1,300～\1,800-程度。 

・ ヨウ化カリウム KI 25g \1,800～\2,400-程度。 

・ ヨウ素 I 25g \2,100～\2,400-程度。 

 

 ● 眼瓶  

  理科消耗品カタログで、購入可能。 

   ・ 10mL       10本    \430-程度。 （5mLも同じ値段） 

・ 10mL (遮光型)  12本    \980-程度。（商品名：プチボトル NaRiKa ） 

   インターネットで購入可能。点眼瓶・点眼容器で検索。 

   ・ 10cc  100個入り \1,800-  程度 (インターネットで購入可能) 

 

 

  

準備の流れ 

 

１ヶ月前～                    

（発注，調製，代替の検討時間含む） 

□器具の在庫確認 

□実験室の備品確認 

 
 

 

～前日 

□材料の確認 

□薬品の確認 

□器具・教材の分配 

 

当日 

□器具・教材・薬品の分配 
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 準備 

 

 

☆生徒用 

=材料=                 

□ ごはん           １０粒程度 

□ 水溶性かたくり粉      ０．５ｇ 

□ブドウ糖          ０．５ｇ 

□ダイコン    １cm幅 半月切り           

=器具= 

□ビーカー   ４つ 100mL ２つ 500mL 

□試験管   １２本 

□試験管立て   ２つ 

□ピンセット   １本 

□こまごめピペット  ２本 

□試験管ばさみ  １つ 

□ガスバーナー    

 □マッチ    

□保護めがね 

□ゴム手袋 

□おろし金 

□はさみ   １つ 

□ガーゼ   １つ 

□紙コップ    １つ      

=薬品= 

□フェーリング液  ５mL 

□ヨウ素溶液    ５mL 

 

★教員用 

□生徒用と同じもの   １組    

 

 

 

  

当日のセット 

ガーゼは、コーヒーフィルタ

ーやティーバッグ、台所の水切

りネットなどでも代用が可能。 

おろし金を各班の数、用意で

きない場合には、あらかじめダ

イコンをすり、絞り汁を酵素液

として 15cc ずつ分配するとよ

い。 
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＝前日まで＝ 

 

・ ヨウ素溶液 

 (1) ヨウ化カリウム 2gを 100mLの水に溶かす。 

 (2) (1)にヨウ素 1gを溶かす。 

※ 光によって変質するため、褐色瓶に保存する。 

 

 

 

・ フェーリング液 （使用する時に、A液と B液を混合する。混合する 

と、薄い青だった(1),液が濃い青色に変化する。） 

A 液 硫酸銅(Ⅱ)五水和物 CuSO4・5H2O  70g を水に溶かして 1L にす 

る。 

 B 液 酒石酸ナトリウムカリウム四水和物 KNaC4H4O6・4H2O  346g と 

水酸化ナトリウム NaOH 130g を水に溶かして 1L にする。ガラス 

製の共栓瓶で保存する場合には、ゴム栓をして保存すること。 

※ 試薬は、点眼瓶に入れて分配するとよい。 

 

 

 

＝当日＝ 

 器具・教材・薬品を分配してセットを配る。 

・ ごはんを用意する。米から準備する場合、ビーカーで 20分ほど炊く。 

・ 試験管に、それぞれ a～cの記号をつける(4セット）。 

・ ビーカーに、a～cの記号をつける。 

・ ダイコンを約 1cm の半月切りにする。約 15cc 程度の酵素液がとれ 

る。おろし金が生徒分用意できない場合は、事前にダイコンをすり、 

コーヒーフィルターなどでこし、ダイコンの酵素液を準備し、15cc 

程配るとよい。 
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 ◎観察，実験 

 

 手順  時間のめど（およそ 50 分） 

  

（１）実験の説明、注意点（5 分） 

器具の名称と扱い方，薬品の危険性と留意点，燃焼実験を行うときには保護めがねを着用する 

ことの呼びかけ，結果の書き方の指導。  

 

（２）デンプンとグルコースの性質を調べる（15分） 

① ビーカーにお湯(50℃)を 50ml 注ぎ、それぞ 

 れ、かたくり粉（a液とする）、ブドウ糖（b液 

 とする）を 0.5gずつ加えてかき混ぜる。 

② ごはん粒（c 液とする）は、10 粒程度をポリ 

袋に入れ、少量のお湯を加えてつぶす。その後、 

袋の中身をビーカーに入れ、お湯(50℃)を 50mL 

注ぎ、かき混ぜる。 

※ C液をビーカーに移す際には、ポリ袋の下の方をは 

さみで切り取るとよい。 

③ a～cの記号のついた試験管にそれぞ 

れ a 液、b 液、c 液をこまごめピペッ 

トで約 5mLずつ入れる。 

※ かたくり粉やごはんは、上澄みを使う 

ようにする。 

④ ③で準備した a～c の記号のついた 

試験管に、ヨウ素溶液を 2、3滴程度加 

え、反応を確認する。 

 

 

⑤ ③で準備した a～cの記号のついた試験管に、フェーリング液を 2、3滴程度加え、ガスバー 

ナーの外炎で穏やかに加熱し、反応を確認する。  

観察，実験の流れ 

□導入 

・糖についての説明、確認。 

・既習事項の確認。 

□目的を理解させる 

□観察，実験 

・手順の指導 

・机間巡視を行いながら、生徒への実験のアドバイスや注意を促す。 

□結果のまとめ，考察 

・デンプンは、だ液や植物などに含まれる酵素によって、糖に分解されることが理解させる。 

□後片付けの指示 
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 ◎後片付け  まとめ 

 

（３）デンプンの分解（20 分） 

   ① ダイコンをすり下ろす。すり下ろした物をコーヒーフィルターなどで絞る。これをダイコ 

ンの酵素液とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 紙コップに 20cc 程度の水(水道水)を入れ、口に含み 20秒後紙コップに戻す。これをだ液の 

酵素液とする。 

③ （２）の実験で準備した a～cの記号の 

 ついた試験管に、ダイコンの酵素液を 1mL 

 加える。同様に、残りの a～cの記号のつ 

 いた試験管にだ液の酵素液を 1mL 加え 

る。 

④ ③の試験管を 40℃程度のお湯に 5分間 

浸す。 

  ※ 大きめのビーカーで、一気に温める場合に 

は、どちらが「ダイコン絞り液」でどちらが 

「だ液」か、区別のつくようにしておくこと。 

 

 

⑤ 全ての試験管にフェーリング液を入れ、ガスバーナーの外炎で穏やかに加熱し、反応の様子 

を確認する。 

 

（４）後片付け まとめ 考察（10分） 

     

 

 

 

 

 

 

 

  

①デンプンは、ヨウ素デンプン反応を示す

ことが分かった。 

②グルコースは、フェーリング反応を示す

ことが分かった。 

③だ液やダイコンの絞り汁は、デンプンを

分解しグルコースにすることが分かっ

た。 

■後片付けのさせ方 

・薬品は、回収する。残ったフェーリング液は、回

収後、Cu廃液容器へ。 

・反応液やビーカーの液体は、そのまま流し、器具

類を軽く洗わせる。 

 
 

 

④ 

写真左は、だ液を入れたもの。

右は、実験（２）－⑤ 
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考察例 

 

・ ヨウ素デンプン反応とフェーリング反応の様子から、かたくり粉、ブドウ糖、ごはん粒は、どん

な物質といえるか。 

 

・ だ液やダイコンの絞り汁に含まれている酵素は、何という名前か。また、この酵素は、ダイコン

のほかにどんな野菜に含まれているか。 

 

  

 失敗例 

●状態１ デンプンが分解されない。  

原因１  フェーリング液を反応させる前に入れてしまった。 

   酵素には、最適ｐHという性質があり、だ液アミラーゼでは、pH7付近である。フェーリング液

は、塩基性なので、最適 pHに影響が出ていると考える。 

 

 原因２  お湯の温度が高すぎた。 

      酵素には、最適温度という性質があり、40℃付近で最も活性が高まる。しかし、酵素の本体は

タンパク質なので、熱により変性するという性質がある。このため、50℃以上になると徐々に活

性が低くなる。 
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別法・発展実験  

実験方法 （３）デンプンの分解（20分）の部分を試験管ではなく、卵パックを使う方法。 

※卵パックは、加熱することができないので、ヨウ素デンプン反応での確認となる。 

 

① ダイコンをすり下ろす。すり下ろした物をコーヒーフィルターなどで絞る。これをダイコン 

の酵素液とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 紙コップに 20cc 程度の水(水道水)を入れ、口に含み 20秒後紙コップに戻す。これをだ液の 

酵素液とする。 

③ 卵パックを重ね、上のパックに a～c液を 

 2mL入れ、ダイコンの酵素液を 1mL加える。 

 下のパックには、40℃程度のお湯を上のパ 

 ックの液体が浸る位に加える。 

④ 同じく、もう一方の卵パックも重ね、上 

のパックに a～c液を 2mL入れ、だ液の酵素 

液を 1mL 加える。下のパックには、40℃程 

度のお湯を上のパックの液体が浸る位に加 

える。 

⑤ ヨウ素溶液を加え、そのまま反応の様子 

を観察する。 
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 タンパク質の凝固 
 

 

 

 

 

難易度 可能時期 教材の入手日数 準備時間 実施時間 

★☆☆ 一年中 １日 １時間 50 分 

 目的と内容 

 

目的：豆乳にはタンパク質が含まれている。豆腐は、豆乳のタンパク質が凝固することに 

より作られていることを理解する。 

内容：タンパク質（豆乳）が熱や酸、塩析によって凝固がおこる事を確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校：６年生 燃焼のしくみ 

        水溶性の性質 

中学校：２年生 化学変化 

    ３年生 酸アルカリとイオン 

既習 

事項 

17 

熱によるタンパク質の凝固 

「熱変性」 

食酢によるタンパク質の凝固 

「等電点」 

にがりによるタンパク質の

凝固「塩析」 
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 留意点 

【指導面】 

・ 「身近な衣料材料の性質や用途、食品中の主な成分の性質について理解すること」がこの単元の目

標である。「食品中の主な成分の性質」については、化学構造との関連にも触れることとある。 

 

・ 塩凝固（豆腐） 

  豆乳中のタンパク質は、マイナスに帯電している。塩化マグネシウム（にがり）を凝固剤として使

用した場合、プラスに荷電したマグネシウムの塩類がマイナスに荷電したタンパク質と結合し、溶解

できなくなり凝固が起こる。 

 

・ 酸凝固（カッテージチーズ等）  

  大豆タンパク質の等電点（荷電０）は、pH4.5くらいで、等電点により高い pHでは、マイナスに荷

電し、低い pHではプラスに荷電し、お互いの反発力で凝固するのを防いでいる。しかし、等電点に近

づくと、タンパク質の荷電が減り凝固が起きる。牛乳タンパク質（ガゼイン）の等電点は、pH4.6 程

度。 

 

【安全面】 

・ ガスバーナーは中学校でも使い方を学習しているが、基本操作を確認してから実験を行う。 
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 ◎準備 

 

 ☆教材の入手方法  

 

● 豆乳  

  スーパーマーケットなどで購入可能。900mL \200-程度。  

  ※無調整、大豆固形分 12%以上のものを選ぶ  

 

 

● にがり 

  スーパーマーケットやドラッグストアなどで購入可能。  

100mL \300-程度。 

 

● 食酢 

  スーパーマーケットなどで購入可能。安い物だと 500mL 

\100-程度～。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

準備の流れ 

 

１ヶ月前～                    

（発注，調製，代替の検討時間含む） 

□器具の在庫確認 

□実験室の備品確認 
 

 

 

～前日 

□材料の確認 

□薬品の確認 

□器具・教材の分配 

 

当日 

□器具・教材・薬品の分配 
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 準備 

 

 

☆生徒用 

=材料=                 

□ 豆乳           ５０mL×２ 

□ にがり          １mL 

□食酢           １０mL           

=器具= 

□ビーカー   ３つ 200mL  

３つ 100mL 

□ピンセット   １本 

□こまごめピペット  １本 

□薬さじ    ２本 

□セラミック付き金網 

□三脚 

□ガスバーナー    

 □マッチ 等    

    

★教員用 

□生徒用と同じもの   １組    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝当日＝ 

  器具・教材・薬品を分配してセットを用意する。 

当日のセット 
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 ◎観察，実験 

 

 手順  時間のめど（およそ 50 分） 

  

（１）実験の説明、注意点（5 分） 

器具の名称と扱い方，結果の書き方の指導。  

 

（２）加熱によるタンパク質の凝固（10分） 

① 豆乳を約 50mLビーカーに取り、加熱する。 

沸騰する直前に弱火にし、しばらく加熱を続 

ける。（５分程） 

② ①の様子を観察し、凝固したタンパク質の 

様子を表に記入する。 

③ 200mLのビーカーに水道水をくみ、凝固した 

タンパク質を少量取り、水に入れてタンパク 

質の様子を観察する。 

 

 

（３）にがりによるタンパク質の凝固(10 分)   

① （１）の実験で温めた豆乳（約 90℃）に、にがりを入れか 

き混ぜながらしばらく加熱する。 

② 200mL のビーカーに水道水をくみ、凝固したタンパク質を 

少量取り、水に入れてタンパク質の様子を観察する。 

 

 

  

観察，実験の流れ 

□導入 

・タンパク質についての説明、確認。 

・既習事項の確認。 

□目的を理解させる 

□観察，実験 

・手順の指導。 

・机間巡視を行いながら、生徒への実験のアドバイスや注意を促す。 

□結果のまとめ，考察 

・タンパク質の性質（熱や酸・アルカリによる変性）についてまとめる。 

□後片付けの指示 
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 ◎後片付け  まとめ 

（３）酸によるタンパク質の凝固（10分） 

① 豆乳を約 50mL ビーカーに取 

 り、酸（食酢）を 10mL加える。 

② 200mL のビーカーに水道水を 

くみ、凝固したタンパク質を少 

量取り、水に入れてタンパク質 

の様子を観察する。 

  

 

（４）燃焼実験(5 分)  

① できたタンパク質を少量薬さじにとり、ゆっくりと燃 

焼させてみる。においや燃え方などを観察する。 

 

 

 

（５）後片付け まとめ 考察（10分） 

     

 

 

 

 

 

 

考察例 

 

・ 熱・塩・酸による凝固で作られている食品を考える。 

  熱による凝固で作られる食品… 湯葉 

  塩による凝固で作られる食品… 豆腐 

  酸による凝固で作られる食品… カッテージチーズ  

 

・ 熱・塩・酸による凝固の名前や原理を調べる。 

  

  

①タンパク質は、熱・塩・酸によって、 

凝固することが分かった。 

②凝固の性質を利用して、食品がつくら 

れていることが分かった。 

■後片付けのさせ方 

 

・タンパク質のかたまりは、可能な範囲で回収する。 

・液体は、そのまま流し、器具類を軽く洗わせる。 

にがりを入れた後の様子 
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 脂肪の乳化( バター・マヨネーズ)  
 

 

 

 

 

難易度 可能時期 教材の入手日数 準備時間 実施時間 

★☆☆ 一年中 １日 １時間 50 分 

 目的と内容 

 

目的：脂肪の分離や乳化を行い、食品として利用されていることを理解する。 

内容：生クリームから脂肪分（バター）を分離する。 

   乳化の原理より、マヨネーズをつくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校：６年生 人の体のつくりと働き 

中学校：２年生 動物の体のつくりと働き 
既習 

事項 

18 

生クリームから、脂肪（バター）を分離する 
食用油と食酢と卵（乳化剤）からマヨネーズを

つくる 
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 留意点 

【指導面】 

・ 「身近な衣料材料の性質や用途、食品中の主な成分の性質について理解すること」がこの単元の目

標である。「食品中の主な成分の性質」については、化学構造との関連にも触れることとある。 

 

・ バター 

  生クリームや牛乳に含まれている乳脂肪は、タンパク質の膜に包まれている。この、乳脂肪を冷や

しながら振動を加えることで、粒を包む膜が破れ、脂肪同士がくっついて固まり、大きくなって沈殿

する。 

 

・ マヨネーズ、ドレッシング 

  油脂は、水に溶解しないのが特徴である。ドレッシングは、攪拌すると一時は油が油滴になって酢

の中に分散するが、時間がたてば分離してしまう。しかし、食品の中には、マヨネーズのように水分

と油脂が安定して存在しているものがある。 

  水の中に油が、あるいは油の中に水が分散した状態を乳化といい、乳化した液をエマルションと呼

ぶ。安定したエマルションの状態を保持するのが、その分子に親水性と親油性の部分を合わせ持つ「乳

化剤」と呼ばれる物質である。マヨネーズの場合は、卵黄に含まれるレシチンを中心とするタンパク

質が「乳化剤」として働いている。 
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 ◎準備 

 

 ☆教材の入手方法  

 

● 食酢 

  スーパーマーケットなどで購入可能。安い物だと 500mLで\100-程度～。 

 

● 卵 

  スーパーマーケットなどで購入可能。 

 

● 生クリーム 

  スーパーマーケットなどで購入可能。\400-程度。 

  ※ 動物性のもの、乳脂肪分が高いもの（35%以上）、乳化剤・安定剤が入っていないものを選ぶと良い。 

  ※ 今回は、安定剤が入って入る物を使用。安定剤が入っていても作れるが、入っていない物と比較するとバ 

ターができるまでの時間が長くなる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

準備の流れ 

 

１ヶ月前～                    

（発注，調製，代替の検討時間含む） 

□器具の在庫確認 

□実験室の備品確認 

 
 

 

～前日 

□材料の確認 

□薬品の確認 

□器具・教材の分配 

 

当日 

□器具・教材・薬品の分配 
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 準備 

 

 

☆生徒用 

=材料=  

（バター）                

□ 生クリーム         ２００mL 

□ 食塩          小さじ１／２ 

□氷（冷却用） 

（マヨネーズ）          

□食酢    大さじ１ 

□卵黄   卵１個分 

□塩    少々 

□サラダ油   １５０cc   

（ドレッシング） 

□食酢   ５０cc 

□塩    大さじ１ 

□コショウ    少々 

□サラダ油   １００cc            

=器具= 

□計量カップ   １ 

□計量スプーン  １ 

（バター） 

□よく洗ったペットボトル １ 

□ボウル又はバット等（冷却用）１ 

（マヨネーズ） 

□ボウル   １ 

□攪拌機   １ 

（ドレッシング） 

□ □ボウル   １ 

□攪拌機   １ 

（□よく洗ったペットボトル １）保存用 

 

★教員用 

□生徒用と同じもの   １組    

 

 

 

 

当日のセット 
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 ◎観察，実験 

 

 手順  時間のめど（およそ 50 分） 

  

（１）実験の説明、注意点（5 分） 

器具の名称と扱い方や結果の書き方の指導。  

 

（２）バターを作る（15分） 

① きれいに洗ったペットボトルの中に、 

生クリームを入れる。 

② しっかりとふたを閉めて、冷やしなが 

ら振る。 

③ しばらく振り続けていると、ペタンペ 

タンと音がしてくる。 

④ ペットボトルを切り取り、バターを 

ガーゼの上に取り出す。 

 ※ パンなどにぬって食べる場合は、バターが 

できてから、塩を入れて味を調える。 

 

 

 

 

  

観察，実験の流れ 

□導入 

・油脂についての説明、確認。 

・既習事項の確認。 

□目的を理解させる 

□観察，実験 

・手順の指導。 

・机間巡視を行いながら、生徒への実験のアドバイスや注意を促す。 

□結果のまとめ，考察 

・調理方法には、乳化（エマルション）等、科学的な根拠がある事を理解させる。 

□後片付けの指示 

  冷やしながら手早く行うこと。 
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 ◎後片付け  まとめ 

（３）マヨネーズとドレッシングを作る（20分） 

① （マヨネーズ）卵黄と食酢を攪拌機で丁寧に混ぜる。その次に塩を入れ、さらによくかき

混ぜる。 ※卵は、冷蔵庫から出し室温にしておくこと。 

② ①をかき混ぜながら少量ずつ油を入れていく。全部、サラダ 

油を入れてとろみがついたら完成。 

③ （フレンチドレッシング）塩、酢をボウルに入れ、溶け残り 

が無いようによくかき混ぜる。  

④ サラダ油を入れてかき混ぜる。 

⑤ マヨネーズとドレッシングを観察し、違いを調べる。 

 

 

 

 

 

 

（４）後片付け まとめ 考察（10 分） 

     

 

 

 

 

 

 

 

考察例 

 

・ マヨネーズとドレッシングを観察し、どのような違いに気付いたか。何によって、違いがあらわ

れているのか。 

  

・ 乳化（エマルション）の原理を使っている調理例から乳化剤を探してみる。 

  ペペロンチーノ ・ 豚骨ラーメン ・ トマトソース等 

   

  

① 生クリームには、脂肪が入ってお 

り、取り出すことができた。 

② 水と油は、乳化剤（卵）を入れるこ

とにより、乳化することが分かった。 

 

■後片付けのさせ方 

・油を使用したので、器具は、食器用洗剤を付けて洗う

よう指示する。 

 
 

    サラダ油は少量ずつ入れること。 
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 失敗例 

 

●状態１ マヨネーズが分離してしまう。  

原因１ 卵黄と食酢がよく混ざっていなかった。 

    卵黄と食酢は、泡立つくらい丁寧に混ぜること。 

 

 原因２ サラダ油を一気に加えた。 

    サラダ油を入れる時は、混ぜながら必ず少しずつ加える 

こと。    

 

 

 

 

  


